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は じ め に

伝統産業地域の高度化事業を推進 した大有田焼振興協同組合(以 下,大 有田焼と略す)

における発展期の事業展開をふまえ,本 稿では平成期以降有田町が強力に推進 した国際化

の動きと有田焼産地における高度化事業との関連性について検討を加えたい。1996(平 成

8)年 に有田町を中心に佐賀県と周辺地域で実施された佐賀県主催のジャパンエキスポ ・

国際陶芸祭 「世界 ・姦の博覧会」の開催にあわせて,佐 賀県は伝統産業地域である有田を

世界的なファインセラミックス技術の集積地として位置付け,伝 統的作品を芸術の域にま

で昇華させた数多 くの有田焼作家による活動に加え,大 有田焼の諸事業を通 じて,新 製品

の開発に取 り組んだ窯元や商社が最新の窯業技術を駆使 した有田焼ブラン ドの創出を目指

して,有 田焼産地でも平成期以降新たな展開をみせた。

国内市場の成熟化にともない,消 費地市場で高い評価を受けてきた有田焼も新 しいコン

セプ トの製品を生み出すことで,消 費地での需要に対応 した製品を開発することが求めら

れた。温泉旅館や料亭の宴会で用いられる和食器や高級割烹食器を日本全国にわたって多

数供給 してきた有田窯焼の経営では,観 光事業におけるツアービジネスの激変に応 じて,

次第に方向転換を図る必要性にせまられた。大有田焼において開発が続けられたホテルや

レス トランで用いられる業務用食器の分野を拡充すると同時に,新 素材の食器開発,給 食
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第60巻 第1号

用食器や和洋兼用の家庭用食器などの分野,さ らには国内向け業務用食器での圧倒的な

シェアを占めてきた有田焼における新規販路の開拓へと個別の企業 レベルでも積極的に取

り組んだ。

本稿では,フ ァインセラミックスの新技術か ら,家 庭で用いる日用食器までの幅広いレ

パー トリーにわたる陶磁器を創出する技術開発の過程で,大 有田焼やニューセラミックス

研究会が強力なリーダーシップを発揮 し,有 田焼産地の高度化事業を一層深化させた動き,

なかでも大有田焼における技術開発を通 じた新製品の試みや東京 ドームテーブルフェア

フェスティバルをはじめとする消費地市場での催事イベン トと産地ブラン ド創出の試みに

ついて取 り上げたい。佐賀県が主導 した 「有田国際ファインセラミックスシンポジウム」

は世界 ・姦の博覧会開催の準備を目的とした 「有田国際やきものフォーラム」へとその役

割を継承する形で,新 時代に対応 した有田焼の高度化事業を推進する上での重要な産地の

国際的事業として取 り組まれた。経済大国化による消費地市場の成熟にともなって,有 田

焼ブランドの再構築と21世紀の時代に生き残るための経営革新が,陶 磁器産地における新

たな課題として認識されたのである。

1.研 究 開 発 事 業

(1)新 技術分野開発事業

有田のニューセラミックス研究会では,と りわけ最先端の研究開発に乗 り出し,バ イオ

リアクター開発委託事業など数年に及ぶ研究開発事業に取 り組んできたが,大 有田焼振興

協同組合では陶磁器技術の改良と新素材の開発にも力を入れ,1989(平 成元)年 には佐賀

県窯業試験場との共同研究の一環として,鉛 を使わない陶磁器上絵具の研究開発に成功 し

た(1)。大有田焼の開発委員会は鉛対策の研究を重ね,窯 業試験場の河口純一試験部長を中

心に若手研究者が研究成果を次々と発表 し,青 年部の上絵研究会が中心となって,消 費地

レベルで問題視されて来た鉛溶出の危険性を一気に解消する技術として無鉛上絵プリット

の開発とその実用化にこぎつけた。

1991年 以降は省資源をクリアするための資源高度 リサイクル利用技術の調査研究を重ね,

国立九州工業技術試験所を中核とした九州内窯業圏域の試験場との共同事業として,天 草

陶石を用いた 「低火度陶石を原料とする新陶土の開発研究」などの諸事業を有田町でも強

力に推進 したのである。

(1)「 大 有 田 焼 だ よ り」 第28号, 1989年 。
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1990年 代の有 田焼産地 にお ける高度化事業(山 田 ・筒井 ・吉 田 ・東郷)

表1大 有田焼振興協同組合の動き(平 成元～7年 度)

年度 平成元年 2 3 4

・イ ンテ リアエ ク ス ・磁器製洗面器 ・水 ・大有田焼厚生年金 ・東 京 ドー ム 「テ ー

テ リア製品開発 回 り ・サ ニ タ リー 基金設立 ブル ウ ェア フ ェス

・上絵研究会発足 製 品 ・シ ャ ンデ リ ・有田陶交会 ・伊万 テ ィバル」出展
・有田マイセ ン姉妹 ア 等 イ ンテ リアエ 里陶青会 ・吉田窯 (以後継続事業)

都市10周 年記念交 クステ リア商品開 友会成果発表展開 ・「陶磁器デザイン開

流文化展開催(国 発 催支援(継続事業) 発研究会」設立

実施事業
特記事項

内5会 場)
・ハ イ ビ ジ ョン ソ フ

ト 「有 田 焼 」 製 作

・無鉛上絵具普及啓

蒙事業(継 続事業)
・「生 涯 学 習 フェス

・「国 際ホ テル レス ト

ラ ン シ ョー 」 出 展

(継 続 事 業)

・地域資源等活用型

起業化事業(自 動

圧力鋳込装置製作)
・組 合 情 報 ネ ット テ ィバル」給食食 ・NHK放 送セ ンター

ワー ク事業 プログ 器出展 ギ ャラ リー展開催

ラム 開 発 ・シ ステ ・ハ ウ ス テ ン ボ ス

ム設計 「フ ェ ル メ ー ル 」

に ア ンテ ナ シ ョッ

プ設置

年度 平成5年 6 7

実施事業
特記事項

・「有田国際やきもの

フォー ラム」開催

(継続事業)
・「県国際産業デザイ

ンセ ミナー」開催

協賛
・65歳継続雇用推進

事業(2力 年事業)
・中小企業情報ネ ッ

トワー ク(ス マイ

ルス)設 置
・「世 界 ・姦 の 博 覧

会」実行委員会へ

業界か ら2名 派遣
・有 田 ポーセ リ ン

パー クに アンテナ

シ ョップ設置

・「世 界 ・姦 の 博 覧

会」広報宣伝誘致

活動
・阪神大震災救援活

動
・有 田陶交会 「第10

回記念逸器一 窯展」

伊万里陶青会 「花

と器の出会い展」

開催支援
・テー ブル コーデ ィ

ネー ト展 ・陶磁器

デザイナー協会展

後援

・「世 界 ・姦 の 博 覧

会」陶磁器バザー

ル館参加勧誘 ・陶

芸の里体験工房運

営委託
・雇用機会確保支援

事業(2ケ 年事業)
・イ ンターネ ッ ト研

究会発足

(注)筒 井孝司作成資料。

また佐賀県窯業試験場が最新設備の拡充を目的として赤坂団地の敷地へ移転することと

なり,新 たに 「佐賀県窯業技術セ ンター」として,有 田焼のファインセラミックス分野と

新製品開発の技術拠点として機能するようになった。各地区の新分野商品における開発能

力の向上を図るため,有 田陶交会 ・伊万里陶青会 ・嬉野窯友会において成果発表展を定期

的に開催するなど,若 手経営者を中心に新技術の習得と応用に努力を傾け,デ ザインの高

度化開発事業に参加 した彼 ら窯元が中心となって,陶 磁器デザインの開発と新製品創出へ

の努力が続けられた。
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表2有 田国際 ファイ ンセ ラミックスシンポ ジウム参加者状況 (単 位 ・人)

年 次 県内 九州 中四国 近畿 北陸中部 関東以北 計

1986(昭 和61)年 71 67 15 17 16 36 222

1987(昭 和62)年 58 66 13 14 10 36 197

1988(昭 和63)年 60 73 16 15 14 36 214

1989(平 成元)年 48 52 18 15 11 31 175

1990(平 成2)年 48 34 6 9 6 30 133

(注)筒 井孝司作成資料。

(2)有 田国際ファインセラミックスシンポジウム

1986(昭 和61)年 以来実施されてきた有田国際ファインセラミックス国際シンポジウム

では,実 行委員会として佐賀県,有 田町のほか,工 業技術院九州工業技術研究所,財 団法

人九州産業技術センターなどの研究機関,九 州 ファインセラミックス ・テクノフォーラム,

大有田焼振興協同組合,有 田商工会議所,財 団法人久留米 ・鳥栖地域技術振興センター,

有田ニューセラミックス研究会,財 団法人佐賀産業技術情報センターなどの諸機関が主催

者となり,佐 賀県立九州陶磁文化館と佐賀県窯業技術セ ンターを主会場として,県 外から

の研究者を多数招聰 しなが ら3日 間の日程で研究発表会,内 外の研究者による講演会,セ

ラミックスツアーを同時に実施 した。

1980年 代以降,フ ァインセラミックス部門の研究が日本各地で競って実施され,そ れら

の実用化が試み られたが,陶 磁器業界における激 しい開発競争を経て,1990年 代に入ると

一転 して淘汰の時代へと突入 した。表2に み られるように,シ ンポジウムへの参加者数は

1990年 には減少傾向に入 り,大 手企業を中心に有田でも主力企業での成功が目立ち,香 蘭

社や岩尾磁器,共 立磁器などの海外企業と技術提携を行うメーカーでの開発が目立つ存在

となった。そこでニューセラミックス研究会では,次 第にファインセラミックスの分野だ

けでなく,日 用食器やノベルティーといったオール ドセラミックスへの分野での技術開発

を誘発するような啓蒙的役割を果たすべ く,幅 広いセラミックス分野の紹介と研究者間の

交流にも力を入れるようになった。世界 ・姦の博覧会(以 下,姦 の博と略す)開 催への準

備を進める中で,有 田国際ファインセラミックスシンポジウムの講師として,人 間国宝の

十三代今泉今右衛門氏,そ して佐賀県文化財課の高島忠平氏など県内の著名人による特別

講演が開催されたのであり,県 内外の研究者に対 して参加を呼びかけることで,有 田焼の

生産技術を歴史的に評価 し活用するための実業界 レベルにおける研究交流が進んだ。
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1990年 代の有 田焼産地 にお ける高度化事業(山 田 ・筒井 ・吉 田 ・東郷)

2.新 商品開発事業

(1)大 有田プラザ市

大有田焼における中心的事業として定着 した大有田プラザ市では,回 を重ねるごとに都

市部における有田焼の人気が高まり,展 示内容においても食器から生活用品へと取扱商品

の分野で次第に広が りをみせるようになった。有田窯業界はこれまで,ホ テル ・レス トラ

ン担当者と共同開発 した有田焼オ リジナル洋食器の発表や新鮮素材 レス トランでの体験な

どを通 じて,ニ ーズが多様化する大都市消費地の顧客に対 し,有 田焼の新商品を機会ある

ごとに提案 してきた。とりわけ1990(平 成2)年 の第10回 大有田プラザ市では,10回 目の

節目にふさわ しい企画展として 「今,有 田か ら感性 ・かたち ・そして伝統」をテーマにし

たモデルルームを新たに設置 し,新 時代に対応 した生活文化の提案を目的とする展示内容

の充実を図った。

有田陶交会(2)の有志で構成される有田創作グループ(香 蘭社,岩 尾対山窯,山 徳窯,有

田物産,陶 芸いわ徳窯,し ん窯,瑞 峯窯,親 和,徳 幸,順 天窯,福 珠窯,与 山)の 提供に

よる磁器洗面器やシャンデ リア,食 卓など,感 性豊かなインテリア商品(3)を中心に,有 田

陶磁器による新 しい生活文化情報を提供 した。異業種交流を通 じて開発された壁面照明,

シャンデリア,花 瓶,植 木鉢を通 じて,伝 統の有田焼でみ られた染付と色絵の豪華さが窯

元それぞれの製品によって浮き彫 りにされた。この企画展では京王プラザホテルの意向で

大有田焼 ・開発部会が 「大有田プラザ市企画開発部会」を組織 し,約8ケ 月間の試作段階

を経て商品開発を進めた。モデルルームについては川久保正行氏(佐 賀県窯業試験場デザ

イン室長),篠 原晃氏(ア ルセッド建築研究所員),田 中ゆかり氏(空 間コーディネーター)

の三氏の協力を仰ぎなが ら,生 活用品という新領域での新商品研究および開発を進めた。

伝統美で彩 られた展示室は,高 級化のイメージアップを試みるホテル業界関係者に対 して

数多 くの刺激を与えた㈲。 プラザ市で発表された開発商品は,そ の後見本市での展示を経

て市場に数多 く出回るようになった。

(2)歴 代の有 田陶交会会長 は大有 田焼の理事を務あ,と りわ け大有 田焼の新商品開発に係 る事業で

リーダー シップを発揮 した。

(3)有 田焼の新分野能力開発推進活動 と して生活空間分野の演出提案を 目的 に佐賀県窯業試験場な

どの指導を受 けて有 田地区で磁器洗面器な どの水 まわ り品,シ ャンデ リア,衛 生品の研究開発に

取 り組んだ。大有田焼振興協同組合(「 平成2年 度第13期 通常総会提出議案」,11頁)。

(4)「 大有田焼だ より」第32号,1990年 。
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(2)陶 磁器デザイン開発研究会

大有田焼では陶磁器デザイン開発研究会が1992年8月 に発足 し,有 田焼をはじめとする

佐賀県内の陶磁器産業発展において必要な要素である陶磁器の形状,絵 柄,色 彩といった

デザイン面での改良や開発に関する課題を体系的に学ぶことや,若 手デザイン技術者の養

成を目的として活動を展開 した(5)。研究会では動きやすい組織 としてシンプルなメンバー

構成の形をとり,役 員選任では顧問および理事を設けず,幹 事会メンバーのみで運営を行

うこととなった。

研究会では昭和62年 度から平成3年 度まで 「地域 システム技術開発事業(6)」として取 り

組むことにより,開 発を進めてきたコンピュータカラーグラフィックス(CG)シ ステムや

有田焼文様 ・上絵具のデータベース(DB)を 実践的な商品開発において活用 し,有 田焼産

地としての競争力を高めることを企図していた。事業計画においてはデザイン保護 と開発,

各産地の状況などについての研修や実技 ・実践セ ミナーのほか,有 田窯業大学校の協力を

得なが ら,こ れまで佐賀県で開発されたCGシ ステムとDBの 組み合わせによるデザイン

技術の実践研究,さ らには福岡や大阪などの流通現場における研修を経験することで,陶

磁器デザイン開発力向上を目指 した。

上記の計画を実行 しつつ,研 究会ではデザイン関連の先端技術を県内産地に根付かせる

と同時に,県 内業者の力を結集 し,産 地間競争力を高めるための体制づ くりの一翼を担う

ことになった。研究会の活動は大有田プラザ市の開催準備と有機的にリンクしてお り,と

りわけインテリアの分野で新境地を切 り開いた第10回 大有田プラザ市展示品の開発とも連

動 していた。その後の展開として,1996年 に開催予定の姦の博に向けたノベルティー ・エ

クステリアをはじめとする景観 ・環境商品の開発へとつなが り,1995年 に設立された 「エ

クステリア製品開発研究会」の趣旨として,資 料1に み られるような研究会の活動目標が

掲げられた(7)。

(5)陶 磁器デザイ ン開発研究会の会長 と して田中清美氏,副 会長に は藤井覚司氏 と篠原賢次氏がそ

れぞれ就任 した。幹事会 は佐賀県工業技術セ ンター,佐 賀県窯業技術セ ンター,有 田町,有 田窯

業大学校,有 田工業高校,九 州 陶磁文化館,各 組合の職員で構成 された。 「大有田焼だよ り」第

38号,1992年 。

(6)「 地域 システム技術 開発事業」 は佐賀県委託事業 であ り,佐 賀 県工業試験場 や佐賀県 窯業試 験

場 と共同で有 田焼デザイ ンの ファイ リングを行 った ほか,成 形技法の 自動化 に向 けた技術開発を

担当 した。大有 田焼振興協同組合 「平成2年 度第13期 通常総会提出議案」,11頁 。

(7)陶 磁器 デザイ ン開発研究会の活動 を通 じて,CGに よるデザイ ンか ら陶磁器製 のか ら くり人形 ・

時計お よび雛人形が誕生 した(「 大有田焼だ より」第44号,1994年)。 エ クステ リア製品開発研究

会 につ いては,佐 賀県窯業技術 セ ンター陶磁器部 デザ イ ン室 「エクステ リア研究会」,1995年 を

参照。
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〔資 料1〕 エ クス テ リア製 品 開発 研 究 会 「趣 旨」

「食 器 外 産 業 の 進 展 に伴 い,陶 磁 器 を素 材 に し,肥 前 の イ メ ー ジを大 切 に し,近 い 将 来

に結 びつ くエ ク ス テ リア製 品 の 開 発 を 目的 と した研 究 会 。

エ ク ステ リア製 品 とは,家 庭 か ら始 ま るス トリー ト製 品 を考 え る こ とが 出来 る。そ れ は,

野 外 で の 生 活 に快 い雰 囲 気 を 提 供 す る物 で あ る。

具 体 的 に は,イ ス,ベ ン チ,テ ー ブル,水 飲 器,プ ラ ン ター,照 明 具,ク ズ入 れ,ポ ス

ト,傘 たて,サ イ ン(表 札 を 含 む),陶 彫,遊 具,噴 水,道 路 柵 等 が あ る。

各 窯 元 で 製 作 した物 は,展 示 会 な どを 開 き,役 場 な どの 協 力 を 得 な が ら,町 造 りの ア イ

テ ム と して 地 元 の 自治 体 を 始 め,地 方 の 自治 体 に もPRを して いた だ く。 また 姦 博 へ の ア

イ テ ム と して も提 案 し,産 業 と して 育 て る もの と した い。

1.30企 業 程 度 の 参 加 とす る。

2.4,5グ ル ー プ に分 け る(ア イ テ ム別,コ ンセ プ ト別)

3.技 術 セ ンター の 設 備 の 利 用 と製 品,製 造 技 術 の 支 援 を 受 け る。

4.各 企 業 の 情 報 交 換 と製 品 開 発 能 力 を 高 め る こ とが 出来 る。

5.流 通 経 路 の 拡 大 を 期 待 で き る。」

世界 ・姦の博覧会会場に設置される予定であったエクステリア製品の研究開発に参加 し

たのは,山 徳,伯 父山,や ま平,文 八,虎 仙,し ん窯,岩 尾磁器工業など,イ ンテリア製

品の開発に熱心であった有田の窯元企業であ り,姦 の博で募集 したス トリー ト・ファニ

チャー展の企画と連携する形で,イ ンテリア製品か ら派生 したエクステリア製品を戸外で

展示 し,有 田焼の新製品を広 く国内の一般観光客をはじめ,世 界各国の人々へも知らしめ

る効果を発揮 した。元来有田焼が得意としてきた大型の陶磁器製品をインテリア ・エクス

テリア部門で拡充,発 展させることで,21世 紀に生き残る有田焼として提案 し,世 界へ発

信 して行 くことが企図されていた。

(3)有 田国際やきものフォーラム

姦の博開催にあわせて,有 田国際ファインセラミックスシンポジウムを発展継承する形

で,1993年 より有田国際やきものフォーラムが実施された。実行委員会としては,佐 賀県,

有田町のほか,大 有田焼振興協同組合,佐 賀県陶磁器工業協同組合,肥 前陶磁器商工協同

組合が主催者とな り,よ り実用的かつ新素材を応用 した陶磁器の開発に不可欠な技術を紹

介するとともに,姦 の博への参加を予定 している日本各地の陶磁器産地関係者に対 し,陶
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磁器業界に関する最新情報を随時発信 していくことを目的とした。別素材の生活品や洋食

器の技術を有田で紹介するなど,有 田焼の将来や技術革新のあり方について考える上で貴

重な情報交換の機会となった。

1996年 まで計4回 にわたり実施された有田国際やきものフォーラムでは,大 有田焼がそ

の事務局を務めた。窯業界が継続的に必要とした新技術の開発や高付加価値化を達成する

ためにも,新 分野への展開を果たすべき窯業技術に関する科学的手法と最新情報の提供を

目標として,1993年 には 「やきもの ・その色彩(い ろ)を 科学する」をテーマに据え,国

内外で活躍する一流の研究者 ・技術者が参加 してパネルディスカッションや製品提示を積

極的に行い,初 日には日本芸術院会員に選ばれた青木龍山氏が 「やきものの色と心」と題

し,九 州陶磁文化館で記念講演を実施 した(8)。翌年開催の第2回 有田国際やきものフォー

ラムでは,赤 坂団地へと移転 した佐賀県窯業技術セ ンターを会場に設定 し,会 場敷地内で

は最新の窯業関連機械器具や原材料を展示 ・実演する 「窯業技術フェア」を同時開催する

ことにより,省 力化システムとなる食器用自動成形機や真空土練機,陶 磁器焼成炉などの

最新設備の展示をあわせて実施 した。

1994年 には 「やきもの ・その造形(か たち)と 素材」,1995年 には 「やきもの ・そのデ

ザインの展開」をテーマに据えて,各 地の研究者が陶磁器技術に関する研究発表を実施 し,

将来の陶磁器産業における課題について各方面の関係者との間で活発な研究交流と種々の

問題提起を行った。資料2に み られるように1994年 には 「肥前陶磁器素地の原料 ・現況と

将来」と題 し,神 奈川大学工学部教授の濱野健也氏が特別講演において研究報告を行い,

有田焼における原料開発の重要性と同時に,伝 統産業としての原料供給と有田焼としての

ブランド開発が必要であることを強調 した。地域における技術発展を通 じて,伝 統的技術

の見直 しと新 しい分野の製品開発が進められる中で,産 業上の確固とした技術的基礎と普

遍的な製造方法の確立が目指されるべきである点を力説される重要な提言となった。

〔資料2〕 特別講演 「肥前磁器素地の原料,現 況 と将来」要 旨

「粘土のような可塑性原料を使わず石物の陶石のみを原料とする肥前の磁器は,当 時使

われていたスタンプミルによる粉砕方法が天草陶石の性質にうまく適合 し,こ の陶石の均

質でTio2含 有量が少ないなどす ぐれた性質とともに高級和磁器としての有田焼の名声と

(8)大 有 田焼振興協 同組合 「平成5年 度第16期 通常総会提出議案 」,15頁。有田国際や きもの フォー

ラム プログラム各年度版,1994年 度の特別講演につ いて は 「大有 田焼だ より」第45号,1995年 を

参照。
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その製造技術を確立 してきた。 しか し最近,強 度が弱いなどの問題点がでてきている。こ

の問題を改善する方法と実験例を示すとともに,ト ロンミルの使用により可能となる配合

陶土化の利点を説明する。これは同時に天草陶石が肥前地区にとって不可欠なものではな

くなることでもある。 しか し,良 質な一次資源の出荷を抑え地元で加工 して付加価値を高

めようとする世界的なすう勢を考える時,天 草陶石のようにす ぐれた原料が,し かも近隣

に産出するということは恵まれた条件であり,ま たそれを利用 していくことは肥前磁器の

将来にとっても重要なことである。それには現在未利用に近い低火度陶石の活用など問題

を含めて天草地区との真の協力関係を確立することが重要である。」

第2回 有田国際やきものフォーラムでは,同 時に資料3の ような大会プログラムに基づ

き,陶 磁器の製造技術のみならず,日 本陶磁器の将来 に関する種々のパネルディスカッ

ションが繰 り広げられた。海外の研究者による美術史的観点に基づいた陶磁と金属,ガ ラ

ス製品などとの比較,景 観材料としての陶磁器製品,さ らには食器が料理そのものに与え

る影響など,歴 史 ・文化的観点か らみた陶磁器の開発に関する検討が加えられ,国 際的か

つ学際的な研究交流と業界 レベルでの人的交流が積極的に進められたのである。パネル

ディスカッションでは統一テーマ 「食空間を造形づ くるやきもの」に基づき,現 代の有田

焼における経営的課題について討議が行われ,消 費地市場の見地から柴田コレクションの

寄贈者である柴田祐子氏や遠藤功氏による問題提起,有 田を代表 して岩尾磁器工業の古屋

伸治氏や賞美堂本店の蒲地孝典氏による製品開発 とものづ くりに関する見解が示 され,

1996年 の姦の博開催に向けた雰囲気作 りにつながるイベン トとして注目された。

〔資 料3〕

「有 田 国 際 や き もの フ ォー ラ ム'94プ ロ グ ラ ム

平 成6年11月17日(木)

基 調 講 演O.R.Impey(オ ッ クス フ ォー ド大 学 ア シ ュモ レア ン美 術 館 東 洋 美 術 部 次 長)

「セ ラ ミッ クス の器 と金 属 の器 の形 」

講 演 鮎 川 透(株 式 会 社 環 ・設 計 工 房 代 表 取 締 役)

「景 観 材 料 と して の"や き もの"の 役 割 につ い て」

講 演KurtWeiser(ア リゾ ナ州 立 大 学 芸 術 大 学 校 助 教 授)

「装 飾 陶磁 器 」

講 演 長 島信 夫(鳴 海 製 陶 株 式 会 社 顧 問 デ ザ イ ナー)
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「洋陶器の造形デザインと素材」

講演 松尾晋平(株 式会社松尾晋平事務所代表取締役)

「料理 と器の関係」

平成6年11月18日(金)

講演 西村聖(西 村デザイン研究所代表)

「ガラスについて」

特別講演 濱野健也(神 奈川大学工学部教授)

「肥前磁器素地の原料,現 状 と将来」

パネルディスカッション 「食空間を造形づ くるやきもの」

コーディネーター

益子なお子(ア ナウンサー)

む へ 　ハ不フー

柴田祐子(柴 田コレクション寄贈者)

古屋伸治(岩 尾磁器工業株式会社取締役デザイン室長)

遠藤功(株 式会社遠藤食品研究所代表)

蒲地孝典(株 式会社賞美堂本店代表取締役副社長)」

(4)豊 創会の結成と異業種交流

パ ッケージデザインの研究開発に向けた活動も同様に活発化 した。1990年3月 には大有

田焼 ・デザイ ンパ ッケージデザイン部会が発展的に解消され,新 たに豊創会が結成 され

た(9)。デザインパッケージデザイン部会は,1986(昭 和61)年 に紙箱3社,木 箱2社,印

刷1社 の参加企業6社 によって発足 し,通 産省(現 経済産業省)の 「地場産業デザイン高

度化事業」として取 り組むこととな り,参 加企業は同事業を通 じてパ ッケージのデザイン

能力を向上させた⑩。 関連業界 との異業種交流か ら異業種共同への移行が進むにともなっ

て,組 織形態をより柔軟なサークル型へと変更することにな り,異 業種のグループ ・組織

との有機的な共同事業を適宜行える体制が整った。

(9)「 大有田焼だ より」第31号,1990年 を参照。

⑩ 部会の参加企業であ る㈱一新堂(本 木武夫社長)は,1991(平 成3)年 の 「佐賀デザイ ンコン

ペテ ィシ ョン'91」(佐 賀県 と佐賀デザイ ン協議会の共催)で 総合大賞を受賞 した。同 コンペテ ィ

シ ョンは,県 内企業の産業デザ インへの創作意欲の向上を通 じた地場産業の活性化を 目的 とし,

イ ンテ リア ・デザイ ン部門(家 具 ・室 内装飾),ク ラフ ト・プ ロダ ク トデザ イ ン部 門(陶 磁器,

金属,繊 維を素材 に した製 品),パ ッケージデザイ ン部 門(食 品な どの包装)の 三部 門か ら構成

された。 県内の企業な どが 出品 した家具 や焼 き物,食 品の包 装な ど116点 が展示 され,そ の中か

ら一新堂出品の 「銘茶ギ フ トパ ッケー ジ」が総合大賞 に選出 された。
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インテリア用品への進出と軌を一にして,陶 磁器の可能性を広げるべ く異業種との交流

を通 じた共同研究も積極的に行われるようになった。大有田焼 ・開発部会の主力メンバー

である有田陶交会は,MOCモ ロドミグループと共同で有田焼 と諸富家具qDを 組み合わせ

たインテリア用品の開発を進めた。研究開発の成果として1991年 に大有田焼会館で開催 し

た 「異業種交流成果展示会」では,両 グループが共同で試作 したテーブルや椅子など15点

が展示された。両グループはこの交流展を足がかりとして,「 焼き物 と木工の融合」を志

向する試作品の商品化への道を模索 した。肥前窯業圏の若手窯元グループの間で地域間交

流として活発に新商品開発が行われ,肥 前窯業圏の各青年部開発グループ(有 田陶交会,

伊万里陶青会,嬉 野窯有会)が 共同でテーマ開発に取 り組んだ結果,成 果発表展では 「旅

とうつわ」と題するテーマに基づいた新商品を発表 した⑫。

大有田焼では,以 上の動向をふまえなが らデザインを多角的に捉えて,陶 磁器 ・木工 ・

印刷 ・食品などの県内地場産業におけるデザインの意識向上を進めることにより,有 田焼

産地の高度化を企図する形で 「佐賀国際産業デザインセ ミナー'93」に協賛 した。さらに大

有田焼は全国18ケ 所の陶磁器試験研究機関による様々な研究開発活動へと参加 し,生 活用

品のデザイン並びに技術に関わる研究開発の成果を一堂に集めた 「第30回 陶アン ドくらし

のデザイン展'93」を共催 して,異 業種交流を促進 しなが ら陶磁器を使用 した商品開発の範

囲を広げていく上での条件整備を順次進めた⑱。

3.需 要 開 拓 事 業

(1)イ ン ター ナ シ ョナ ル ハ ウ ス ウ ェ ア シ ョー

海 外 戦 略 の 一 環 と して,平 成 元 年 度 よ り千 葉 の 幕 張 メ ッセ で 実 施 され た イ ン ター ナ シ ョ

ナル ハ ウ ス ウ ェ ア シ ョー に大 有 田焼 が 参 加 し,有 田焼 産 地 が 一 体 とな って 海 外 需 要 の 開 拓

qD「 大有 田焼だ よ り」第36号,1991年 を参照。 諸富家具 は,伝 統的 な工芸 品 として佐賀 県よ り伝

統的地場産品の一つ と して指定を受 けて いる。昭和40年 代,高 度経済成長 と軌を一に して,企 業

誘致の もと豊富な労働力 と広い土地を求めて筑後川を挟んで隣接す る福岡県大川市か ら家具関連

事業が押 し寄せた結果,諸 富町 は家具産地を形成す るに至 った。その後,家 具市場の成熟化 と多

様化の進行 に伴 って,産 地の事業内容は多様化 した。例えば,本 来の家具 として機能を果た しつ

つ,デ ザイ ン的に も優 れた家具 を製造 するメーカーや,特 注家具専門領域 において,施 設の什器,

バ リアフ リー家具な どの開発 ・製造の ほか,イ ンテ リアの企画か ら施工 までを取 り扱 うメー カー

が現れ るな ど,諸 富 には様 々な家具 メー カーが集積 して いる(諸 富家具振興協同組合 ウェブペー

ジhttp://www.morodomikagu.or.jp/2013年6月3日 閲覧)。2005年 には諸富町が佐賀市,

大和町,富 士町,三 瀬村 と合併 し,諸 富 は現在佐賀市の一部 とな ってい る。

⑫ 大有田焼振興協同組合 「平成4年 度第15期 通常総会提 出議案」,14頁 。

⑱ 大有田焼振興協同組合 「平成5年 度第16期 通常総会提 出議案」,17頁 。
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に向けた取 り組みを行った。具体的には,有 田焼ブースとして一箇所にまとまり総合案内

を設けてオール有田による文化性の高い需要喚起を行い,お もに香蘭社,篠 英陶磁器,賞

美堂本店,ヤ マ ト陶磁器の4社 と大有田焼 ・開発グループ12社が 「新 ・生活文化」をメイ

ンテーマに各々が華麗多彩な有田焼を提案 した。また,会 場では有田町や大有田焼から派

遣された7名 のスタッフとハイビジョン技術者2名 がアテン ド(外 人接客)を 担当 し,外

人バイヤー向け英文パンフレットが増刷となるほどに,有 田焼を売 り込むことに成功 した

のである⑭。

毎回演出方法に変化をつけることによって来場者を飽きさせない取 り組みを試み,1990

(平成2)年 には,特 別出店として今右衛門窯,柿 右衛門窯,源 右衛門窯が参加 し有田焼

コーナーの格調を高めるだけでな く,市 場の訴求効果を高めるべ く会場中央部で来場客が

流れる広いメイン通路に独自の有田焼ブースを設置 した。加えて日本衛星放送に依頼 して

完成 したハイビジョン 「有田焼」を放映することによって,有 田の歴史的自然環境のすば

らしさの中に有田焼の美術的色彩が映 し出される演出を施 した。1991年 の展示会では,陶

芸文化の情報発信基地を考えて有田全体像をクローズアップした展示内容とし,テ ーブル

コーディネーターである田中ゆか り氏にテーブルのコーディネイ トを依頼 した。以上のよ

うに,出 店各社のオ リジナルを活か したイメージテーマの設定に基づ く商品コンセプ トを

構築 し,装 飾 ・展示 ともシック ・シンプルにして他産地よりひときわ目立 ったテーブル

ウェアの提案が実現 し,話 題となった⑮。

(2)国 際 ホ テル ・レ ス トラ ン シ ョー

ホ テル ・レス トラ ン関 係 者 に向 け た販 路 開 拓 に お いて は,1991年 よ り東 京 晴 海 の 国 際 見

本 市 会 場 で 開 催 され た 「国 際 ホ テ ル ・レ ス トラ ン シ ョー」(日 本 能 率 協 会,ホ テ ル ・観 光

関 連6団 体 主催)へ の参 加 を通 じて,ホ テ ル ・レス トラ ン業 界 に対 して 新 商 品 を提 案 した。

翌 年 に は大 有 田焼 お よ び有 田焼 卸 売 団 地 の 企 業 を 中心 とす る5社 が 出店 し,出 展 者 数 は前

年 よ り12社 増 え,国 内外24力 国 よ り556社 が 参 加 した⑯。 テー ブル ウ ェ ア ・フー ドサ ー ビ ス

関 連 が集 中 す る4・5号 館 に は,180社 を超 え る企 業 が 出展 し,な か で も和 陶器 関連 で は

初 出展 が 多 く,組 合,団 体 単 位 で の 出展 も 目立 っ た。 大 有 田焼 に よ る有 田焼 の 出展 は これ

ω 「大 有 田 焼 だ よ り」 第32号,1990年 を 参 照 。

⑮ 「大 有 田 焼 だ よ り」 第35号,1991年 を 参 照 。

⑯6小 間(1小 間7.29m2)を 有 田 焼 産 地 ブー ス と して ㈱ 藤 正,㈱ 蒲 仙 堂,㈱ ま るぶ ん,㈱ 山光,

㈲ 有 兄 堂 の5社 が 共 同 出 展 した 。 同 時 に特 別 協 賛 と して,今 右 衛 門 窯,柿 右 衛 門 窯,岩 尾 対 山窯

が 出 展 した 。1992年 に開 催 され た ホ テ ル ・レス トラ ン シ ョー な らび に フ ラ ン ク フル ト ・メ ッセ に

関 して は 「大 有 田焼 だ よ り」 第37号,1992年 を 参 照 。
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が 初 めて で あ り,同 展 を 通 じて 全 国 の ホ テル ・レス トラ ン関 係 者 に伝 統 の 有 田焼 の 器 を 積

極 的 に ア ピール した。

ホ テル ・レス トラ ン シ ョー で の 展 示 を 通 じて,全 国 の ホ テル ・レス トラ ンを は じめ と し

て,建 築 ・イ ンテ リア ・情 報 関 連 企 業 他 各 方 面 か ら多 くの 引 き合 いが あ り,新 流 通 チ ャネ

ル,新 規 顧 客 の 開 拓,新 製 品 ニ ー ズの 発 見,さ らに は企 業 ・製 品 の イ メー ジ ア ップ,異 業

種 交 流 の 面 で 成 果 を 上 げ た。 イ ン ター ナ シ ョナル ハ ウ ス ウ ェ ア シ ョー に続 いて,国 際 ホ テ

ル ・レス トラ ンシ ョー や1993年 以 降 参 加 した東 京 ドー ムの テー ブル ウ ェ ア フ ェ ス テ ィバ ル

が 大 有 田焼 の 恒 例 行 事 とな り,有 田焼 が テー ブル ウ ェ ア と して 広 く認 知 され る と と も に,

和 食 器 に加 え て 洋 食 器 の 分 野 で も海 外 の バ イ ヤー に高 く評 価 され る存 在 とな った 。 これ ら

世 界 に 向 け た有 田焼 の ア ピー ル を 経 て,1996年 開 催 の 「世 界 ・姦 の 博 覧 会 」 が,新 た な 有

田焼 の ブ ラ ン ドイ メー ジを 世 界 の 人 々 に対 して 印 象 付 け る上 で も,極 めて 重 要 な 取 り組 み

と して 位 置 付 け られ たの で あ る。

(3)フ ランクフル ト・メッセ

大有田焼では国内でのイベ ントに加えて,世 界最大級の見本市を視察することにより,

世界各国における製品市場の動向の把握にも努めた。1992年2月 には,大 有田焼の専務理

事であった中村昭平氏,そ して佐賀県陶磁器工業協同組合より岩永正徳氏と江頭秀太郎氏

が欧州経済事情調査団の一員として ドイツ ・フランクフル ト・メッセ 「アンビエンテ'92」

を視察 し,佐 賀県内地場産業の海外販路開拓に対する支援事業の一環として,同 調査団は

統一を果た したばか りの ドイツ経済の状況や欧州経済事情の視察に乗 り出し,姦 の博の

PRな どにも尽力 した。とりわけアンビエンテでは,リ ビング,キ ッチン ・テーブルウェ

アの家庭用品を多数取 り扱ったため,陶 磁器やガラス加工品,家 具,ア クセサ リー,ラ ッ

ピングなどの分野で市場開拓が見込めると判断 し,佐 賀県貿易協会が県内業者に対 して調

査団への参加を呼び掛けた。

アンビエンテ'92は,各 国バイヤーにとっても人気商品の動向をいち早 く把握できる世界

最大規模の見本市であり,一 般消費財を対象として家庭用品,文 具,化 粧品に加え,ギ フ

ト用品の展示などもあわせて実施 した。消費志向がより高級化する動きの中で,そ れらの

ニーズをカバーするための新 しいライフスタイル製品を提示 したことから,中 小企業の国

際化やグローバル化を支援するためにも,日 本貿易振興会が参加取 りまとめ母体とな り,

国内からの出展企業を募集 した。日本より全体で59社 ・団体が参加 したアンビエ ンテ'92で

は,有 田窯業界か ら賞美堂本店が参加 した。古伊万里様式の 「其泉」ブラン ドとともに,
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盛 皿 や テ ィ ー ポ ッ トな どの 洋 食 器 を は じめ とす るオ リジ ナル 食 器 を 中心 に 出品 し,海 外 の

バ イ ヤ ーか らの 反 応 を 受 けて ヨー ロ ッパ で の 市 場 調 査 と して も数 々の 成 果 を 上 げた 。

(4)テ ーブルウェア ・フェスティバル

読売新聞社及び東京 ドームが主催す るテーブルウェア ・フェスティバルが1993年 よ り

「暮 しを彩る器展」として開催された。 この一大イベン トには有田焼の商社,窯 元が多数

参加 して,テ ーブルウェア製品を中心とする有田焼の販売機会を東京の地で提供すること

となった。テーブルウェア ・フェスティバル実行委員会の最高顧問として読売新聞社代表

取締役社長の渡邊恒雄氏,会 長 として東京 ドーム代表取締役社長の保坂誠氏が役割を担い,

副会長として会田雄亮氏(陶 芸家)・安藤宏基氏(日 清食品代表取締役社長)・ 飯田深雪氏

(食空間と生活文化ラウンドテーブル事務局長)・林有厚氏(東 京 ドーム代表取締役副社長)

などの有識者が任命され,東 京 ドームの恒例イベントとして開催 されたのである(1の。全国

の陶磁器産地の名品,秘 蔵コレクションの紹介やアーティス トによるテーブルセ ッティン

グ,有 名ホテルの飾 り皿の展示や現代陶芸大賞(め ん鉢)展,テ ーブルウェアコンテス ト

など,陶 磁器類をはじめとするテーブルウェアに関連 した各方面にわたる様々な企画が設

けられた。

1994年 開催の第2回 テーブルウェア ・フェスティバルでは,9日 間で19万6千 人の参加

者があり,ジ ョサイア ・ウェジウッドや ミン トン,ム ーアクロフ ト,北 大路魯山人などの

作品紹介がなされたこともあって,姦 の博開催を翌年に控えた1995年 の第3回 テーブル

ウェア ・フェスティバルにおいては,ジ ノリやベネチアングラスの特集とともに,姦 の博

PRを 目的として有田焼の世界を紹介する 「有田の陶彩」の特別展示が行われた。ブース

ごとに 「有田焼の歴史」「東イ ンド会社 との関わり」「帰ってきた古伊万里」「有田焼を代

表する企業作品」「有田を代表する三様式」「現代作家作品」「有田焼作品によるテーブル

セ ッティング」「世界 ・姦の博覧会」の紹介がなされ,江 戸 ・明治期の作品についてはアー

トギャラリー賞美堂や有田VOC,香 蘭社所蔵の作品を陳列展示するとともに,三 右衛門

や香蘭社 ・深川製磁 ・其泉の作品によるテーブルセ ッティングが会場で披露された。東京

ドームのテーブルフェア ・フェスティバルは,姦 の博をPRす るための不可欠なイベン ト

となるとともに,有 田焼の新たな分野を開拓 して行 く上でも,商 社や窯元が参加する重要

催事としての役割を果たした。

⑰ テ ー ブル ウ ェ ア ・フ ェス テ ィバ ル 実 行 委 員 会 「テ ー ブル ウ ェア ・フ ェ ステ ィバ ル 暮 しを 彩 る

器 展'94事 業 報 告 書 」,1994年 。
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4.観 光 文 化 事 業

(1)有 田マイセン都市提携十周年記念事業

大有田焼は有田マイセン都市提携十周年記念事業として,陶 磁交流三百年展ならびにそ

れ ら物販催事の準備に追われた。「有田 ・マイセン陶磁300年 展」は1989(平 成元)年3月

より当時の東京有楽町駅前に存在 したそごう東京店を皮切りに,大 阪 ・広島 ・豊田 ・横浜 ・

札幌 ・福岡の7会 場で開催された文化交流展覧会であり,東 のフランクフル ト・メッセと

言われた 「インターナショナルハウスウェアショー東京」において,有 田商社各社が個々

で出品 していたものを 「有田ブース」として一本化 し,総 合案内所を設けて国内外の需要

者に対する販売展示を実現 したq8)。展覧会 という形では,有 田焼 として初めての国際文化

交流事業となったこともあり,そ ごうの各店舗に設置された会場では連日活況を呈 し,東

西名窯の逸品を多数展示 したため,最 終の福岡会場を除 く展覧会59日 間の入場者は83,566

人に上った⑲。 マイセン磁器の国内における人気上昇 もあって,マ イセンと並ぶ高級陶磁

器として有田焼への評価も高まり,都 市部における有田焼の知名度アップにつながった。

(2)有 田ポーセ リンパークの建設

有田町では,古 木場ダム周辺に建設計画が進められていた 「有田VOC(VoiceofCeramics)」

計画が本格的に始動 した。事業主体となった青木建設(現 青木あすなろ建設)が1989年11

月中旬に㈱有田ヴィ ・オー ・シー(織 壁外喜雄社長)を 設立 し,新 会社の資本金を5億 円

として,青 木建設をはじめ中央や県内の他企業や地元の窯元が出資する形で設立されたも

のである。有田VOC構 想は元々,香 蘭社社長であった深川正社長が1987(昭 和62)年 に

提唱されたものであり,そ の後,有 田ポーセ リンパークとして建設計画が実現する運びと

なった。有田焼400年 の伝統 と産業を中心とする 「焼き物」を目玉にしたリゾー ト基地を

目指すものとして構想され,佐 世保のオランダ村が巨大な リゾー ト施設であるハウステン

㈹ 当時はそ ごうが メセナ活動(企 業 による文化芸術支援活動)を 積極的 に推進 していた時期 にあ

た り,1985年 のそ ごう美術館(横 浜)開 館を皮切 りにその活動を全国的 に展開 しつつあ った。加

えて,水 島廣雄氏(そ ごう社長)は,か ねてか ら中島政司氏(佐 賀県陶磁器工業組合理事長)と

懇意の関係 にあ った ことか ら,グ ルー プー丸 とな って同展覧会を支援 した。同展覧会の事業展開

にお いて は,お もにヤマ ト陶磁器,賞 美堂本店,ま るぶんな どの卸商社がその役割を担 った。

⑲ ㈲そ ごう美術館 がま とめ た 「有 田 ・マイセ ン陶磁300年 展」 の総決算 によれば,開 催経 費2億

2,886万2,613円 に対 して売上総額が6億3,870万6,000円 とな り,そ の内訳 と して有 田陶磁器が4億

3万6,000円,マ イセ ン磁器が2億3,867万 円であ った。「大有田焼だ より」第29号,1989年 を参照。
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ボスとして生まれ変わったことも影響 して,有 田にもハウステンボスと並ぶ有田町の代表

的観光施設を建設することが期待されたことか ら,有 田ポーセ リンパークが有田焼産地に

おける観光開発事業の先鞭をつけたのである⑫①。 ポーセ リンパーク建設が,佐 賀県による

姦の博の開催へ向けた重要な取 り組みの足掛か りとなったことは間違いな く,陶 都有田が

陶磁器産業の町か ら産業観光の町へと飛躍する上でも,当 時町民から歴史的変化を遂げる

ための思い切った構想として支持されたものと考え られる。

古木場ダム周辺の山林43ヘ クタールを開発 し,世 界の磁器を代表する有田焼とマイセン

焼の東西交流をテーマとして,1)旧 東独 ドレスデンのツゥィンガー宮殿を再現 した建物

を中心に古陶磁コレクションを展示す る 「ポーセ リン(陶 磁器)ミ ュージアム」,2)バ

ロック庭園など 「海を渡った古伊万里の世界」の再現,3)世 界および地元有田の陶磁名

品の紹介と販売,4)作 陶体験できる工房,鍋 島藩窯の登 り窯の復元などが盛 り込まれた。

構想発表直後に深川氏が急逝 したため計画は中断されたが,地 域活性化の核として青木有

田町長や岩永佐賀県議が構想実現を目指 し,各 方面に協力を仰いで最終的に企業誘致方式

による立地条件整備に基づき計画が実行 され,1993年 に有 田ポーセリンバークが開業 し

た⑳。

大有田焼と同流通委員会がオランダ村と同様,有 田ポーセリンパーク内のアンテナショッ

プにおける事務局として販売面での窓口とな り,ポ ーセ リンパークにおける展示企画や売

り場での展開に関わる関係者間の調整業務などを担当した。有田の主要卸商社であった㈱

まるぶんの篠原文雄社長が大有田焼の流通委員長を務めた関係から,同 社常務の篠原啓一・

郎氏(後 の有田町長)が ポーセ リンパーク内のアンテナショップにおける展示や棚卸業務

を担当し,現 場の最前線で重要な役割を担った。有田ポーセ リンパークでは大有田焼が中

心となって,柿 右衛門,今 右衛門,源 右衛門をはじめとする有田の名窯や,ヤ マ ト陶磁器,

まるぶん,賞 美堂本店などの商社による展示コーナーを設けることにより,有 田焼の商品

構成においても他所ではみ られないような多彩かつ充実 した内容構成に基づき,ポ ーセ リ

⑦① 「大有 田焼 だよ り」第29号,1989年 を参照。 深川正氏 は有 田ポーセ リンパー クの ほか,観 光事

業の本格化を見据えた有 田観光協会(1953年 設立)の 法人化構想を提唱 した。設立趣意書が作成

され,法 人化直前 まで準備が進め られたが,深 川氏の急逝に よって法人化は実現 しなか った。資

金や人員不 足な どの問題を抱 えていた ことに加 え,有 田町が組織刷 新の意 向を示 した こ とか ら

2008年3月 に観光協会は一旦廃組 とな った。その後有田町が主体 とな って有 田町商工会議所,陶

芸協会,JA支 所,ま ちづ くり団体な ど25団 体で準備委員会を作 り,新 たな協会の在 り方を模索

した(佐 賀新聞 ウェブペー ジ,2009年6月25日 更新,http://www.saga-s.co.jp/news/saga.0.

1316831.article.html/2013年6月3日 閲覧)。 その結果2009年7月 に有 田観光協会が 「有田観光

情報セ ンター」 として1年4か 月ぶ りに復活 し,そ して法人化構想か ら約20年 を経た2011年 に有

田観光協会の一般社団法人化が実現 した。

⑳ 「大有田焼だ より」第30号,1990年 を参照。
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ンパ ー ク に お け る有 田焼 の 購 入 機 会 を 一 般 客 に対 して 提 供 した。

(3)ジ ャパンエキスポ佐賀'96「 世界 ・鐡の博覧会」

佐賀県は国際競争に備え,技 術立県としてその存在を世界に向けて発信する機会を模索

していた。とりわけ新旧セラミック開発研究で大きな存在感を示 していた有田焼産地を主

軸に据えた国際イベン トとして,国 際陶芸祭の開催に注目し準備を進めてきた。国際陶芸

祭の招致活動と並行 して,ジ ャパンエキスポの認定を受ける形で 「世界 ・姦の博覧会」を

開催するべ く,日 本美術展(日 展)系 の陶芸作家であった中里逢庵氏(第13代 中里太郎右

衛門)ほ かの有識者をはじめ,電 通の支援を受けて準備作業を行った。佐賀県の強力な後

ろ盾を得て,有 田町 ・西有田両町広域行政調査会が国際陶芸祭の招致を目論み,1992年5

月開催の有田陶器市にあわせて中国 ・景徳鎮,ド イツ ・マイセ ン,韓 国窯業界それぞれの

代表を招いて 「九州山口陶磁展」 と 「国際陶磁器交流サ ミット」を同時開催 し,「世界の

アリタ」として,日 本の焼き物業界における中心地として,陶 都有田が陶磁器情報の発信

基地となるべ く期待されたのである⑳。

佐賀県や有田町による招致活動に加えて,大 有田焼が参加 した有田国際ファインセラ

ミックスシンポジウム,イ ンターナショナルハウスウェアショーでの活動などが高 く評価

され,1996年 に開催される国際陶芸アカデミーの総会を佐賀県で実施することをふまえて,

国際陶芸祭たる 「世界 ・姦の博覧会」が有田地区で開催されることが決定 した。これを受

けて1992年7月 には 「世界 ・姦の博覧会」準備委員会が発足 し,続 いて1993年3月 には

「世界 ・姦の博覧会」実行委員会の設立総会を開催 した⑳。現代芸術研究所所長であった平

野繁臣⑳氏に 「世界 ・姦の博覧会」総合プロデューサーを依頼する形で姦の博の企画を進

めることとな り,大 有田焼ではデザイン開発研究会が推進 して来たインテリア ・エクステ

リア製品を広 く全国か ら募集 し,姦 の博実施にあわせて 「ス トリー ト・ファニチャー(や

⑳ 「大有田焼だ より」第38号,1992年 を参照。

⑳ 「世界 ・姦の博覧会」準備委 員会は平成4年7月20日 に発足 し,佐 賀県 と陶磁器 関係市 町村,

商工団体,業 界代表32機 関 ・団体で構成 された。佐賀県知事の井本勇氏が会長 とな り,副 会長に

は竹内通教氏(佐 賀県市長会会長)と 田中稔(佐 賀県商工会議所連合)が それぞれ選出 された。

「世界 ・姦 の博覧会」実行委員 会 には,大 有 田焼が経費 を負担す る形で有 田窯業界 か らス タッフ

を2名 派遣 した。

⑳ 平野繁臣氏 は1967年 に岡本太郎氏 と共同で㈱現代芸術研究所を設立 し,博 覧会企画の専門家 と

して積極的 に活動を展開 して きた。1970年 に開催 された大阪万国博覧会ではテーマ展示のサ ブプ

ロデューサ ーと して活躍 し,そ の後 セ ビ リア万 博 ・日本館展 示,大 田万博 ・日本館 な どのプ ロ

デ ューサーを歴任 した経験 を活か して,世 界 ・姦の博覧会では岡本太郎氏の遺作 とな った 「花姦」

を中心に,世 界各国の企業や団体が参加す る数多 くのパ ビ リオ ンや有田焼をイ メー ジす る各種施

設を プロデ ュー スした(「 大有 田焼だ より」第41号,1993年)。
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きものによる街の道具)展 」の開催を決定 した。

1995年4月 を締め切 り期限としてス トリー ト・ファニチャー縮尺模型展(マ ケ ット展)

を応募 し,そ れ らの展覧会を同年6月 に九州陶磁文化館でマケット展を開催する予定で,

会田雄亮氏(陶 芸家 ・東北芸術工科大学教授)・ 乾由明氏(京 都大学名誉教授 ・国際陶芸

アカデ ミー副会長)・鈴木健二氏(京 都造形芸術大学教授 ・滋賀県陶芸の森館長)と 平野

氏が審査員となった。1991年 に滋賀県信楽町で行われた 「しが らき世界陶芸祭」の経験を

ふまえて,全 国の窯業地における専門家のエン トリーを受けてマケ ット展入選作の選定を

行い,1996年7月 以降,姦 の博会場においてマケット展入選者20名 の作品展示を実施 し

た㈱。 さらには姦の博の主会場 となった有田町でもイベント面での強化を図るため,1994

年7月 には 「世界 ・姦の博覧会」推進委員会を町独自に設置 し,有 田町長の川口武彦氏が

同会の会長とな り,姦 の博開催を起爆剤として町の活性化につなげるべ く,各 種団体を一

丸とした町を挙げての幅広い活動を呼び掛けることになった。また同会には川口会長の諮

問機関⑳を別途設けて,1)総 務 ・広報,2)接 遇 ・環境,3)催 事,4)有 田館企画の

4部 門幹事会を設置 し,各 種事業を推進 した。

5.そ の 他 の 事 業

(1)大 有田焼厚生年金基金の設立

有田焼産地の福利厚生事業として,大 有田焼厚生年金基金の設立が掲げられた。厚生年

金基金設立の目的としては,従 業員の高齢化や長期勤続退職者の増加を受けて,退 職金の

支払い負担を事前に平準化することにあった。厚生省(現 厚生労働省)の 許可を得て1992

(平成4)年4月 に大有田焼厚生年金基金⑳が発足 し,幅 広い一種同業の産地 ぐるみによる

㈱ 世界 ・姦の博覧会実行委員会編 『ス トリー ト・ファニチ ャー展」図録,1996年 を参照。

⑫③ 同機関の顧問 に,岩 尾新一(有 田町名誉町民),山 口秀市(有 田商工会議所会頭),酒 井田柿右

衛門(佐 賀県陶芸協会副会長),今 泉今右衛門(佐 賀県陶芸協会会長),青 木龍山(日 本芸術院会

員),深 川進一(香 蘭社社長),深 川明(深 川製磁社長),副 会長 として,諸 隈武(有 田町議会議

長),山 本哲郎(有 田磁石場組合議長),岩 永浩美(大 有 田焼振興協 同組合理事長),中 島政 司(佐

賀県陶磁器工業協同組合理事長),蒲 地昭三(肥 前陶磁器商工協同組合理事長),篠 原文雄(佐 賀

県陶磁器卸商業協同組合理事長),馬 渡俊雄(有 田焼直売協同組合理事長),水 上幸子(有 田婦連

会長),山 口員美(有 田農協長),下 今朝敏(有 田建設組合長),舘 林慶知(源 右衛 門窯社長)の

各氏が任命 された。「大有 田焼だ より」第44号,1994年 を参照。

⑳ 発足 当初 の大有 田焼 厚生年金基金 の役員構成 は以下 の通 り。 理事 長 岩永浩美氏,常 務理 事

大串繁信氏,理 事 蒲地昭三氏,中 島政司氏,梶 原茂弘氏,北 村福次氏,舘 林慶知氏,山 口雅巳

氏,監 事 篠原文雄氏,馬 渡俊雄氏,山 口忠太氏,代 議員 今泉今右衛門氏,伊 東国男氏,瀬 戸

口眞氏,田 中清美氏,中 村 昭平氏,平 川宏氏,前 田英純氏,松 尾誠一氏(「 大有 田焼だよ り」第

37号,1992年)。
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基金が全国的にも初めてのケースとな り,各 方面か らの注目を集めた。同年金基金では,

退職金の支払いを計画的に準備すべ く厚生年金の給付の一部を国に代わって行い,資 金運

用によって生 じた果実分を年金に上乗せ して老後の生活の安定と福利厚生施設の充実を図

る一方,若 手労働者の確保や後継者育成を通 じた地域発展の起爆剤として活用されること

が期待された。

有田では中小 ・零細企業が大半を占め,ハ ウステンボスなどの大型観光施設の進出によ

る若手労働力の不足や,長 期勤続退職者の増加に伴う退職金支払いの負担増といった共通

の課題を抱える焼き物関連業界において,問 題解決に向けた産地 ぐるみの基金設立は設立

当時において意義深 くとらえ られた。有田地区では大有田焼が五年前から基金設立を検討

し,設 立委員会を設けて基金の受託金融機関8社(総 幹事社:住 友生命保険相互会社)と

協力しつつ,会 員事業所へ基金への加入を呼びかけ,伊 万里 ・武雄 ・有田 ・西有田 ・山内 ・

嬉野の各地域で働 く有田焼関連業者の従業員が安心 して働ける環境づ くり,さ らには後継

者作 りや優秀な技術者 ・職員の定着にも役立つ制度として軌道に乗 り,地 域産業型の厚生

年金基金の活動が本格的にスター トした⑳。

(2)組 合 情 報 ネ ッ トワー ク化 事 業

組 合 情 報 ネ ッ トワ ー ク化 の 動 き,と りわ け大 有 田焼 情 報 セ ン ター に よ るサ ー ビ ス開 始 に

図1大 有田焼厚生年金基金の しくみ

〔出所〕「大有 田焼だ より」第33号,1990年 。

⑳ 「大有 田焼だ よ り」第37号,1992年 を参照。 大有 田焼厚生年金基金設 立の半年後 には,加 入業

者数 は200事 業所,加 入人員は3,507人 に達 した(「大有 田焼 だよ り」第38号,1992年)。
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関連 して,1990年 には高速自動車道の通行料別納事業がスター トした。全国各地に有田の

商社が業務出張を行う際に,高 速自動車道を通行利用する組合員を対象に出張管理,金 銭

管理,効 率化などに貢献する道路公団の別納指定を受けるもので,平 成2年 度には本シス

テムが組合員170名,438台 によって利用され,高 速自動車道の建設が進む1990年 代に利用

者数の増加がみ られた⑳。 これ ら高速 自動車道通行料別納 システムや展示会,ア ンテナ

ショップの販売管理において大有田焼情報センターが活用され,事 務処理能力の向上とと

もに組合事業のシステム管理が一元的に行われる体制が整え られたのであり,情 報面での

組合員 に対す るサービス向上 にも寄与するシステムとして評価 された。1995年 にはイン

ターネ ット研修会が大有田焼で開催され,PCを 用いたインターネ ットによる情報通信や

それ らの活用方法に関する啓蒙活動が官 ・学 ・企業22社 を中心に推進された。

有田焼情報 推進組織

図2有 田焼情報推進組織

〔出所〕「大有 田焼だ より」第36号,1991年 。

⑳ 大有田焼振興協同組合 「平成2年 度第13期 通常総会提 出議案」,13頁 。
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表3大 有田焼振興協同組合の役員(平 成元～7年 度)

年 度 理事長 副理事長

平成元年(1989年) 岩永 浩美 蒲地 昭三 ・篠原 文雄 ・中島 政 司 ・牟 田 穣

平成2年(1990年) 岩永 浩美 蒲地 昭三 ・篠原 文雄 ・中島 政 司 ・牟 田 穣

平成3年(1991年) 岩永 浩美 岩尾 熈 ・蒲地 昭三 ・篠原 文雄 ・中島 政 司 ・馬渡 俊雄

平成4年(1992年) 岩永 浩美 蒲地 昭三 ・篠原 文雄 ・中島 政 司 ・馬渡 俊雄

平成5年(1993年) 岩永 浩美 蒲地 昭三 ・篠原 文雄 ・中島 政 司 ・馬渡 俊雄

平成6年(1994年) 岩永 浩美 蒲地 昭三 ・篠原 文雄 ・中島 政 司 ・馬渡 俊雄

平成7年(1995年) 岩永 浩美 蒲地 昭三 ・篠原 文雄 ・中島 政 司 ・馬渡 俊雄

(注)筒 井孝司作成資料。

6.組 織 の マ ネ ジメ ン ト

大有田焼では1990年 代以降,生 活者の多様化 したニーズに応えるための産地総 ぐるみの

情報システムの構築を目指 した。厳 しい経営環境の中で,有 田窯業界が生き残 り,ま た他

産地や他業種に対抗 しなが ら常に生活者のニーズに応えるモノづ くりを提案 し続けるため

には,有 田焼産地全体の 「情報化武装」が必要であるという認識のもとに,昭 和61年 度よ

り 「組合情報化促進事業」を開始 した。1986(昭 和61)年 の情報ネ ットワーク化に向けた

基本構想策定を皮切 りに,昭 和62年,63年 度とコンピュータの講習会や先進地事例の講演

会等を開催 して,組 合員に対する 「情報化」の重要性を認識 させるための活動を展開した。

これ ら3年 間の活動をふまえて,平 成元年度には拡充版の 「組合情報化促進事業」へと着

手 し,1991年 には大有田焼に情報センターの中枢となるホス トコンピューターを導入する

ことに成功 した⑳。

多品種少量生産を維持 しなが ら高付加価値商品を提供するために情報の受発信機能を果

たすことが大有田焼に課せ られた本来の ミッションであり,組 合設立12年 目にして,よ う

や くその役割を果たすための環境が整ったと言える。大有田焼会館に設置された情報セン

ターのコンピュータと商社 ・窯元向けのコンピュータとを電話回線で結び,発 注 ・出荷に

おける業務の効率化が促進された。これ らの事業における推進体制として,意 思決定機関

である大有田焼の情報化推進運営委員会(岩 永浩美委員長)と ともに,図2に みられるよ

うな現業部門を担当する大有田焼情報センターと主要4組 合,お よび情報関連企業間の連

㊨① 「大 有 田 焼 だ よ り」 第36号,1991年 を 参 照 。
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表4大 有田焼振興協同組合の組合員数,出 資 口数,事 務局員数(平 成元～7年 度)

年 度 平成元年 2年 3年 4年 5年 6年 7年

組合員数 524 516 522 525 518 513 515

出資 口数 21,140 21,330 21,620 21,720 21,680 21,530 21,610

事務局職員数 5 5 6 6 7 7 6

(注)筒 井孝司作成資料。

絡調整機能を担う情報化事務局が設置された。有田焼産地は大有田焼を中心的な情報セン

ターと位置付け,全 国に先がけて産地一一体となる情報化のシステム作 りを強力に推進 した

のであり,有 田焼産地における高度化事業はこれ ら情報ネ ットワークの一体化によってそ

の完成度を高めることができたと考え られよう。

大有田焼の情報化推進に係る事業費用は,高 度化資金などの佐賀県から取得 した補助金

や金融機関か らの融資㊨1)によって賄われ,総 額約1億 円に及ぶ一・大事業となった。本事業

を通 じて組合の情報システムが完成 した直後に,佐 賀県陶磁器工業協同組合と有田焼直売

協同組合が各々別個に同様のコンピュータシステムを導入鋤 したことが判明 し,各 組合の

中心的事業であった産地における共販事業の一本化という構想の夢は脆 くも崩れ去った。

その結果,表3に み られる大有田焼の副理事長が所属 した残 りの主要2組 合(肥 前陶磁器

商工協同組合と有田焼卸商業協同組合)に よる業務と大有田焼内部の情報化において,本

事業によるシステムを導入 し,役 立てることとなった。大型コンピュータ機器の導入に

よって,組 合の運営上必要な業務処理(経 理,給 与,組 合員管理,展 示会売上管理など)

の効率化 ・確実化が実現 し,事 務コス トが大幅に軽減された㈱。

大有田焼の組合員数や出資口数はそれぞれ現状を維持 していたが(表4参 照),事 業収

入においては,大 有田焼の収入状況を示 した表5で み られるように,1990年 以降海外需要

の開拓を目指 して出品 した国際見本市(イ ンターナショナルハウスウェアショーなど)な

⑳ 大有 田焼 は,産 地 を代表 して4,000万円を借 り入れ,産 地の負債の窓 口とな ったが,そ の後大有

田焼 自身が負債支払 いの義務 を負わ される結果 とな り,そ れが大有田焼解散 の遠因 とな って いる。

解散時の負債総額は,奇 し くも借入金 と同額の4,000万 円であった。

⑳ その原因 と して,大 有 田焼創設 に関わ った主要 メンバーが世代交代す ることに よって,商 社 と

窯元,商 社 と直売,そ れぞれの長年の対立構造が表面化 した ことが考え られ る。 とりわけ佐賀県

陶磁器工業組合 は,他 の3組 合が大有田焼への加入を表明 してい るなか,組 合内で同意を得 るこ

とがで きず,最 終的 に大有田焼発足直前の総会で加入が可決 された経緯があ り,産 地 に関わ る共

通課題への取 り組み とそれに関わ る情報の受発信 としての大有田焼に対す る認識が組合内 に十分

浸透 していなか った と推察 され る。

㈱ 「平成4年 度第15期 通常総会提出議案」,14頁 。大有田焼は同時 に,情 報セ ンター コンピュー タ

と窯元 ・商社向 けの コンピュー タ間のオ ンライ ンテ ス トの実施や組合員向 けシステム講習会の実

施(財 務会 計 システムを使 ったパ ソコン教 室な ど)を 通 して組合員 組織 の情報 化支援 を行 った

(「大有田焼だ より」第37号,1992年)。
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1990年 代の有 田焼産地 にお ける高度化事業(山 田 ・筒井 ・吉 田 ・東郷)

表5大 有 田焼振 興協 同組合 事業収入の推移(平 成元～7年 度) (単位 ・千円)

年 度 平成元年 2 3 4

収入の部

1事 業収入 31,910 39,518 48,942 52,629

イ.手 数 料 25,907 33,976 43,066 44,683

斡旋 ・委託 12,907 20,476 31,066 30,183

納品 8,000 7,000 4,000 5,000

高速道路別納 5,000 6,500 8,000 9,500

ロ.ネ ッ トワー ク利 用 料 0 0

ハ.会 場使用料 6,003 5,542 5,876 6,946

2賦課金収入 15,364 15,321 15,424 15,530

3補 助金収入 49,460 30,459 26,137 25,918

県補助金 11,072 11,087 1,139 3,379

中央会補助金 18,698

町補助金(事 業費) 9,000 9,000 10,700 9,000

(施設整備) 10,690 10,188 14,298 13,239

他町補助金 184 0 300

4負 担収入 8,603 9,728 5,637 14,367

5事業外収入 2,868 2,268 3,971 3,804

受取利息 441 767 1,329 597

雑収入 2,427 1,501 2,642 3,207

収入合計 108,205 97,294 100,111 111,248

年 度 平成5年 6 7

収入の部

1事 業収入 54,913 48,917 48,216

イ.手 数 料 47,323 40,851 39,170

斡旋 ・委託 31,323 22,851 20,170

納品 5,000 5,000 5,000

高速道路別納 11,000 13,000 14,000

ロ.ネ ッ トワー ク利 用 料 0 0 692

ハ.会 場使用料 7,590 8,066 8,354

2賦 課金収入 15,275 16,088 15,945

3補 助金収入 28,980 29,966 30,092

県補助金 8,834 8,204 8,773

中央会補助金

町補助金(事 業費) 9,000 9,000 9,000

(施設整備) 10,846 12,462 12,019

他町補助金 300 300 300

4負 担収入 11,042 8,345 12,241

5事業外収入 6,012 5,071 5β65

受取利息 1,041 33 27

雑収入 4,971 5,038 5,338

収入合計 116,222 108,387 111,859

(注)筒 井孝司作成資料。
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第60巻 第1号

どへの参加が盛んにみ られたことも影響 し,と りわけ斡旋 ・委託料収入の金額が増加 して

おり,平 成元年度以降も毎年の収入額が1.5～2.5倍 増の状態が続いていた。その一方で平

成2年 度より全国中小企業団体中央会か らの補助金がな くなったため,組 合情報化の助成

金削減による収入全体の減少が発生 した結果,収 入の総計では現状維持に留まった。

以上の事実か らも,大 有田焼は補助金依存の体質か ら次第に脱却 しつつあった状況が窺

え,組 合員の事業拡大を通 じた収益部門の拡張により組合の事業収入確保,さ らには組合

員との共販事業を軸とした産地 ぐるみの成長策を着実に実現 したと考えることが可能であ

ろう。平成8年 度以降の組合事業拡大と有田焼産地の再編過程については次稿で検討を加

え,そ の意義について明 らかにする予定である剛。

③D本 研究 は,平 成25年 度科学研究 費助成事業(学 術研究助成 基金助成金基盤研究C)「 産 業集積

地再生にお けるセ クター連結型企業家一陶磁器産地有田の事例研究一」 による研究成果の一部で

あ る。
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